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腕のように広げている。木幹もほぼ同じ位置からいくつかに大きく分かれている。幹の一本が真横に伸
びて砲台から大砲が備わっているような感を受けた。これは古代の闘う神を思い起す巨樹ではないか。
今までU氏の探訪にでてきたイチョウのなかで最大であると思う。更に単に大きく、歴史あるに留まら
ない厳粛な物語を秘めた巨大なイチョウの古木であり巨樹、名樹ではないか。感動した次第である。
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　樹齢推定350年、樹周5.6m、樹高10m　宮城県登

と

米
め

市登
と

米
よま

町日根牛字湧小路　宮城県指定天然記念物
＊宮城県ホームページより。
　真田憲三氏の敷地内にあるタンバクリ（丹波栗）であ
る。幹は右に大きくねじ曲がり、八方に枝を広げている。
樹勢は盛んで、毎年開花結実する。学術上貴重である。
＜筆者のつぶやき＞
　原産地は兵庫県丹波のタンバクリで、食用として植え
られたものらしい。飢饉に備えて移植されたものではな
いだろうか。移植された食用樹ならば優しい樹相と予想
していたが、ドッコイ、予想を通り越して大きなショッ
クを受けた。
　このクリの木は、樹周約 6 mで幹全体に大蛇が巻き付
きこのクリの木を締め付けている。絞められた大木はの
たうつように左回りに大きく捻じれ、幹は苦し気に大き
なしわを持ち、これが恐ろしい形相となり、見る人に迫っ
てくる。
　このような強烈な力で木が痛めつけられている有様は見たことがない。地獄を見たような強烈な衝撃
を受けてしまった。このショックは筆者だけだろうか？凄い迫力である。
　このクリのある宮城県「登米市登米町」は、同じ漢字で市は「とめ」、町は「とよま」と読む珍しい難読
地名である。探訪者U氏のフリガナから、このような地名が存在するのか？とネットで調べたがこれが
難物で簡単に出てこない。何度かチャレンジし、やっとの思いで、地名の由来にたどり着いた。脱線だ
が、ご紹介したい。
＜読み方の違いと由来＞
　同じ地域で読み方違いになったのは、廃藩置県によるものである。 
・登米町：「とよままち」と読む。 
　 城下町としての旧町名の地元の施設や歴史的文脈では「とよま」と呼ばれる。由来は アイヌ語の「ト
イ・オ・マイ（食用土のある場所）」や、北上川を米が登った「米登（よねのぼり）」など諸説ある。 

・登米市： 「とめし」と読む。2005年の合併で誕生。広域的な行政単位や県・国の施設（登米警察署など）
は「とめ」と読む。 続く
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